
【５月１９日現在】　トキの個体数　261羽

○飼育　206羽
・佐渡トキ保護センター　122羽　

・野生復帰ステーション　 40羽　

・多摩動物園（東京都日野市）  14羽　

・いしかわ動物園（石川県能美市）  13羽

・出雲市トキ分散飼育センター（島根県）7羽

・長岡市トキ分散飼育センター 10羽

ト キ 年 表  ～ひな誕生までの歩み～

○自然下　55羽
・佐渡市内　52羽（うちひな　8羽）　

※現在ペア数　7組

・佐渡市外  1羽

・行方不明（半年以上未確認） 2羽

1981年（昭和56年） １月

 ５月

1985年（昭和60年） 10月

1989年（平成元年）

1990年（平成2年） ３月

1993年（平成5年） 11月
　　　　　　　　　 

1994年（平成6年） ４月
 ９月
 12月

1995年（平成7年） ４月

1999年（平成11年） １月 30日
 ５月 21日

2000年（平成12年） ５月
 10月 14日

2003年（平成15年） 10月 10日

2007年（平成19年） ４月 17日
 12月

2008年（平成20年） ９月 25日

2009年（平成21年） ９月 29日

2010年（平成22年） １月
 ３月

 ４月
 ５月

 11月 1日

2011年（平成23年） １月
 ３月 10日

 9月 27日
 10月

2012年（平成24年） ４月 22日

佐渡に残っていた野生のトキ5羽を全て捕獲し、新潟県トキ保護センターで
飼育（「キン」を含め全部で6羽）、以降ペアリングを試みるが成功せず
絶滅したと思われていた中国で、7羽のトキが発見される

中国から「ホアホア」を借り受け「キン」とペアリング

「キン」が生殖羽不完全着色。「ホアホア」中国返還
中国で初めてトキの人工ふ化に成功

「ミドリ」を北京動物園に貸し出し、中国の「ヤオヤオ」とペアリング開始
（繁殖に成功せず平成4年9月帰国）

新潟県トキ保護センターが新穂村長畝に移転。佐渡トキ保護センタ
ーと改称

トキの森公園がオープンして、トキの一般公開が始まる
中国から「ロンロン」「フォンフォン」借り受け、飼育繁殖を開始
「ロンロン」死亡

「フォンフォン」「ミドリ」のペアリング開始。５個産卵するがふ化せず
「ミドリ」死亡　「フォンフォン」返還

「友友（ヨウヨウ）」「洋洋（ヤンヤン）」のペアが到着
国内で初めて人工繁殖に成功　「優優（ユウユウ）」誕生

「友友」「洋洋」ペアから「新新（シンシン）」「愛愛（アイアイ）」誕生
「優優」のお嫁さんとして中国から「美美（メイメイ）」到着

日本産最後のトキ「キン」死亡　36歳

野生復帰ステーション、環境省佐渡自然保護官事務所開設
多摩動物公園へトキ４羽を移送

10羽のトキが自然へ試験放鳥される

第2回放鳥（19羽）がソフトリリース形式により行われる

いしかわ動物園へトキ4羽を移送
野生復帰ステーション順化ケージで「テン」の侵入により9羽のトキ
が死亡
放鳥トキの営巣確認。自然下では1979年以来31年ぶり
産卵確認
自然界で34年ぶりのひな誕生が期待されていたが、親鳥が卵を捨て
たり、カラス被害にあう
第3回放鳥（13羽）

出雲市トキ分散飼育センターへトキ4羽を移送
第4回放鳥（18羽）
放鳥トキの営巣・産卵が確認されたが、ふ化には至らず
第5回放鳥（18羽）
長岡市トキ分散飼育センターへトキ4羽を移送

自然界で36年ぶりのひな誕生が確認される
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